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巻
頭

１．はじめに

新学習指導要領がスタートした。本稿では，共

通教科情報科，専門教科情報科の実施初年度にあ

たり，これら教科は，Society５．０時代が必要とす

る資質・能力を育成することを述べるとともに，

資質・能力の育成においては，情報活用能力を全

校体制で教科等横断的に育成すること，その中核

を共通教科情報科が担うこと，カリキュラム・マ

ネジメントの取組の中で改善，見直しを行う取組

に情報科の担当者が参加することも含まれること

を述べる。最後に，研究会等の場で授業改善に資

する事例の共有を活発に行うことについて触れる。

２．Society５．０に向かう今，

「情報」が活躍する時代と思いを新たに

文部科学省が公表した，「令和３年版 科学技

術・イノベーション白書 Society５．０の実現に向

けて」の扉絵を次ページ図１に示す。扉絵の左下

隅には，「Society５．０では，コンピュータの上に

つくる「仮想空間」と，私たちが暮らす「現実空

間」とを高度に融合させることによって，社会を

より良い「人間中心の社会」に変えていくことを

目指します。」という一文がある。

実際，「ユニバース」という言葉が目に付くよ

うになり，仮想空間に再現された街に自ら設定し

た「アバター」で出かけていく，ということは珍
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しいものではなくなった。この扉絵を見ても，交

通，医療，農業，教育，芸術など，さまざまな分

野の活動を，情報技術が支えており，データやAI

がそれぞれの分野における問題の発見や解決にお

いて活用されている様子が分かる。また，気象デ

ータを活用しシミュレーションを行い，災害の予

測をしている様子も確認できる。そして，未来の

社会について考える際には，数学者や経済学者，

哲学者，エンジニアなど，さまざまな分野の専門

家が集まり，「総合知」を活用して予測困難な課

題を解決していく様子が描かれている。

挿絵のような空間そのものは，あくまでもイメ

ージであるが，紹介されているものの中には，既

に実現しているものや，実現しつつある，という

ものもある。このような社会が到来しようとして

いる今，全ての高校生が「情報�」を学ぶことは，
何を意味しているだろうか。

情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能

力を養い，情報技術を活用した問題の発見・解決

を行う力を身に付け，情報社会の発展に参画す

る，または寄与するという視点でプログラミング

や情報通信ネットワークやデータの活用，情報デ

ザイン等学んだことを情報社会における問題の発

見・解決に活用する力を身に付けて卒業し，社会

人となり，世の中の様々な分野で活躍することに

なる。「情報�」を学んだ後に「情報�」を選択
し，「情報�」の基礎の上に発展的な内容として，
コンテンツの制作，データサイエンス，情報シス

テムの開発，情報と情報技術を活用し探究的な学

習活動に取り組んだ生徒，そして専門教科情報科

で，情報システム分野，コンテンツ分野，そして

これら両分野に共通する分野，情報実習や課題研

究といった総合的分野でSociety５．０の社会の基盤

となる情報技術についてのスペシャリストとして

必要な力を身に付けた生徒も，同様に，社会にお

けるさまざまな分野で活躍するようになる。

どの分野で活躍することになっても，新たな価

値の創造，もしくは活動の質を向上させることは

常に求められることである。その点においては，

全ての生徒が「情報」で学んだことを活かして，

情報技術やデータをどのように活用すれば，自ら

の仕事にとって嬉しいことが起こるのか，といっ

図１ 科学技術・イノベーション白書の扉絵
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たことを考え提案し実現することや，「イノベー

ション」や，「デジタルトランスフォーメーショ

ン」等のキーワードを通して知ることができるよ

うな，情報技術を活用し新たな価値を創造するこ

とにも関わっていくことになると期待できる。

新学習指導要領においても，Society５．０の時代

が必要とする力を，共通教科情報科，専門教科情

報科の学習を通して，身に付けることになってい

る。新学習指導要領がスタートした今，このこと

について，思いを新たにして欲しい。

３．資質・能力を育成することを目指した

授業づくりを

前節で，新学習指導要領において，Society５．０

の時代が必要とする力を，共通教科情報科，専門

教科情報科の学習を通して，身に付けることにな

っていると述べた。これは，新学習指導要領に基

づいて「情報」の授業を行う際の，資質・能力の育

成にほかならない。新学習指導要領で整理され

た，育成する資質・能力の三つの柱を図２に示す。

新学習指導要領では，知・徳・体にわたる「生

きる力」を生徒に育むために「何のために学ぶの

か」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，

授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を促すた

め，全ての教科・科目等の目標及び内容を，

・実際の社会で生きて働く「知識及び技能」

・未知の状況にも対応できる「思考力，判断力，

表現力等」

・学んだことを人生や社会に生かそうとする「学

びに向かう力，人間性等」

の，育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理

した。

このことを，新学習指導要領における共通教科

情報科の目標で確認しよう。学習指導要領には，

次の囲みのように示されている。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か

せ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行

う学習活動を通して，問題の発見・解決に向け

て情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，

情報社会に主体的に参画するための資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

（１）情報と情報技術及びこれらを活用して問題

を発見・解決する方法について理解を深め技

能を習得するとともに，情報社会と人との関

わりについての理解を深めるようにする。

（２）様々な事象を情報とその結び付きとして捉

え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

（３）情報と情報技術を適切に活用するととも

に，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

この，（１）が「知識及び技能」，（２）が「思考

力，判断力，表現力等」，（３）が「学びに向かう

力，人間性等」に対応する目標である。

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を

育むことを目指すに当たり，共通教科情報科にお

いては，情報に関する科学的な見方・考え方を働

かせ，情報技術を活用した問題の発見・解決を行

う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報

社会に主体的に参画するための資質・能力を育成

することを明確にしながら学習活動の充実を図る

ことが求められている。そして，その際には，生

徒の発達の段階や特性を踏まえ，三つの柱に沿っ

た資質・能力の育成がバランスよく実現できるよ

う留意して学習指導を行うことが必要である。

専門教科情報科においても，同様に，情報に関

する科学的な見方・考え方を働かせ，実践的・体

験的な学習活動を行うことなどを通して，情報産

業を通じ，地域産業をはじめ情報社会の健全で持

続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力

を育成することを踏まえ，三つの柱に沿った資

質・能力の育成がバランスよく実現できるよう留

意して学習指導を行うことが必要である。

図２ 資質・能力の三つの柱
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今回は，教科の目標で確認をしたが，共通教科

情報科の各科目の目標や内容についても資質・能

力の三つの柱で再整理されている。専門教科情報

科の各科目の目標も同様であるが，内容において

は，学習指導要領解説情報編において，各科目の

内容で示された〔指導項目〕ごとに資質・能力の三

つの柱に基づく目標となりうる記述が�，�，�と
して示されていることを改めて確認して欲しい。

これから新学習指導要領に基づいた授業を行う

際には，これらの目標を実現することを目指した

授業を行うことになるだけではなく，観点別評価

においても，資質・能力の三つの柱で再整理され

た観点で観点別評価を行うことになる。新学習指

導要領の構造と観点別評価の関係や，観点別評価

の進め方について，詳しくは，２０２１年８月２０日に，

国立教育政策研究所が公表した「『指導と評価の

一体化』のための学習評価に関する参考資料」で

解説しているので参考にして欲しい。

資質・能力の育成という視点では，共通教科情

報科が，学習の基盤となる資質・能力のひとつで

ある情報活用能力を育成する中核を担う教科であ

ることも忘れてはならない。共通教科情報科を中

核とし教科等横断的に情報活用能力が養われるた

めには，カリキュラム・マネジメントの取組とし

て学校全体で情報活用能力の育成についての取組

を検討，実施するだけではなく，振り返りを行い，

改善することは欠かせない。新学習指導要領実施

初年度においては，カリキュラム・マネジメントの

取組を通して，教育課程を毎年見直して改善する

取組に主体的に関わるということにも留意して欲

しい。もし，共通教科情報科が情報活用能力の育成

の中核を担う点で課題があったり，教科等横断的

に情報活用能力を育成することに一部調整すべき

点があったりすれば，改善に向けて学校全体で検

討するべきである。そして，情報科の担当者とし

て，教育活動の質的向上に向け貢献して欲しい。

４．おわりに
～主体的・対話的で深い学びの

実現事例の共有を～

これまで述べたことを実現していくためには，

授業そのものも常に見直す必要がある。新学習指

導要領における，「主体的・対話的で深い学びの

視点からの学習過程の改善」が，それにあたる。

主体的な学び，対話的な学び，深い学びの視点は，

次の３点である。

・学ぶことに興味や関心を持ち，見通しを持って

粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返っ

て次につなげる「主体的な学び」

・子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，

先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」

・習得・活用・探究という学びの過程の中で，共

通教科情報科や専門教科情報科における「見

方・考え方」を働かせながら，知識を相互に関

連付けてより深く理解したり，情報を精査して

考えを形成したり，問題を見いだして解決策を

考えたり，思いや考えを基に創造したりするこ

とに向かう「深い学び」

また，学習指導要領解説情報編においても，共

通教科情報科，専門教科情報科ともに，主体的な

学び，対話的な学び，深い学びのより具体的な考

え方が示されている。資質・能力の三つの柱で再

整理された目標を実現するためには，欠かすこと

ができない考え方である。これらのことを踏ま

え，生徒の学びの質がより高まるよう，授業を常

に見直して欲しい。

これから新学習指導要領に基づく学習指導が全

国で行われるにあたり，自らの取組を共有するこ

とや，他の教師がどのような工夫をしているのか

知る機会が得られることになる。都道府県では，

高等学校の情報教育研究会や情報部会，という名

称で，研究会が設置されている。また，全国高等

学校情報教育研究会や，全国専門学科「情報科」

研究協議会でも，事例が共有されることと思う。

このような場を活用し，都道府県もしくはそれを

越えて学び合い，参考事例を収集するとともに，

新しい「情報」としての，魅力的な取組を創り，

活発に共有して欲しい。


